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2

前年度より
総額8098万円減

3万2440円
（5億1294万円）

議会費、商工費など

人口減少により
負担は

前年度同額

町民1人あたり

約49万円負担

13万5452円
（21億4177万円）

社会福祉、高齢者、障がい
者、児童福祉費、保育所運
営費など

5万3217円
（8億4146万円）

建物の建設や維持管理、
道水路整備、大型設備の
購入など

4万3167円
（6億8256万円）

学校教育費、生涯学習費、
社会教育費など

2万750円
（3億2811万円）

防災費、消防団費など

7万850円
（11億2028万円）
保健衛生費、国保、介護
保険などへの繰出

5万5003円
（8億6971万円）

借金の返済（元金、利子） 5万9735円
（9億4453万円）

職員の給与、町長および
各種委員などの報酬、文
化ホール運営費など

1万7017円
（2億6907万円）

農業費、林業費、国土調
査費など

※（　）内は平成27年度決算額
※一人あたりの額はH28.4.1日現在
人口15812人で割った金額

■基　金（貯金） （町全体34億4870万円）町民1人当たり 22万円

■地方債（借金） （町全体78億5902万円）町民1人当たり 50万円

■翌年度繰越金 3億7312万円

私たちのお金
まで15日間の会期で開催された

7777億10421042万円万円77億1042万円



・移住プロモーション動画作成
・鰍沢福祉センター周辺整備事業
・病後時保育事業
・町道北新町1号線交差点ラウンドアバウト工事
・増穂小学校給食室耐震補強工事
・増穂小学校プールサイド改修工事
・消防第3分団詰所建設工事
・鰍沢中学校屋内アリーナ天井改修工事
・中部体育館屋根改修工事
・町道平林伊奈ヶ湖線道路改良工事
・畔沢地区鳥獣害防止柵設置工事

27年度に実施した主な事業

・国民健康保険
・後期高齢者医療
・介護保険
・介護サービス
・奨学金
・簡易水道事業
・下水道事業
・営農飲雑用水事業

20億　100万円
3億4993万円
17億5388万円
9728万円
150万円

2億2221万円
8億2725万円
337万円

・箱原農業集落排水事業
・鹿島財産区
・カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区
・峡南地区ことばの教室共同設置
・峡南地区充指導主事共同設置

1296万円
1000円
40万円
162万円
81万円

平成27年度特別会計・事業会計

収益的支出
資本的支出

1億9482万円
9139万円

水道事業会計

3

有効に使われたか
9月定例議会が9月9日から23日

平成平成27年度一般会計27年度一般会計平成27年度一般会計

県内初のラウンドアバウト交差点 日除けが設置された増小プール

駐車場に整備された旧鰍沢プール跡地

「全国移住ナビ」コンテスト9位のPR動画



自
主
公
演
ゴ
ス
ペ
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今
定
例
会
で
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
去
る
9

月
9
日
の
本
会
議
で
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
を
、
9
月
14
日
、15
日
に
分
科
会
、
20
日
に
全
体

会
を
開
き
、
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
。

【
財
務
課
】

問　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

ど
ん
な
時
に
開
催
す
る
の
か
、
ま
た
、

昨
年
は
何
回
開
催
し
た
の
か
。

答　

評
価
に
お
い
て
課
税
等
に
異
議
申

し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
や
、
評
価
替
え

の
時
に
開
催
す
る
。
昨
年
は
2
回
開
催

し
た
。

【
政
策
秘
書
課
】

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
と
そ
れ
に

か
か
る
報
償
費
や
事
務
費
等
の
支
出
と

の
差
額
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
が

2
2
4
0
万
円
、
報
償
費
・
事
務
費
等

は
1
1
8
3
万
円
で
あ
り
、
収
入
額
の

53
％
が
支
出
の
経
費
と
な
っ
て
い
る
。

【
税
務
課
】

問　

滞
納
者
の
徴
収
率
を
上
げ
る
方
策

を
考
え
て
い
る
か
。

答　

最
近
、
徴
収
率
は
上
が
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
10
月
か
ら
県
の
専
門
職
員
に
よ

る
指
導
を
受
け
、
徴
収
率
ア
ッ
プ
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
上
下
水
道
課
】

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

問　

本
町
地
区
簡
易
水
道
石
綿
セ
メ
ン

ト
管
布
設
替
工
事
の
残
り
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答　

残
り
2
0
0
m
弱
で
、
今
年
度
で

終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

問　

排
水
設
備
工
事
の
補
助
金
と
は
何

か
。

答　

供
用
開
始
後
3
年
以
内
に
接
続
す

る
と
、
1
年
以
内
3
0
0
0
0
円
、
2

年
以
内
1
5
0
0
0
円
、
3
年
以
内

1
0
0
0
0
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

・
水
道
事
業
会
計
（
公
営
企
業
会
計
）

問　

本
町
地
区
簡
易
水
道
の
一
部
（
北

区
）
が
上
水
道
事
業
に
統
合
し
た
た
め
、

事
業
収
益
が
増
加
し
て
い
る
が
、
他
地

区
の
統
合
計
画
は
。

答　

中
区
、
南
区
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

28
年
度
末
ま
で
に
統
合
予
定
で
あ
る
。

【
産
業
振
興
課
】

問　

企
業
誘
致
の
費
用
が
少
な
い
が
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

工
業
見
本
市
（
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ

ー
）
へ
山
梨
県
地
域
産
業
活
性
化
協
議

会
と
し
て
、
企
業
誘
致
の
ブ
ー
ス
を
出

展
す
る
と
と
も
に
、
見
本
市
出
展
企
業

の
ブ
ー
ス
を
回
り
誘
致
活
動
を
行
っ
た
。

問　

青
年
就
農
給
付
金
の
内
容
は
。

答　

45
歳
以
下
を
対
象
に
経
営
が
不
安

定
な
就
農
直
後
の
所
得
を
確
保
す
る
た

め
の
補
助
金
で
、
就
農
定
着
と
生
活
支

援
の
た
め
5
年
間
、
毎
年
1
5
0
万
円

の
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

【
都
市
整
備
課
】

問　

住
宅
管
理
費
の
修
繕
料
約
8
0
0

一
、
商
工
振
興
費
と
し
て
、
4
4
0
0
万
円
ほ
ど
の

補
助
金
を
各
事
業
に
出
し
て
い
る
が
、
全
体
的
な
地

域
へ
の
メ
リ
ッ
ト
や
事
業
効
果
の
分
析
・
検
証
を
し

っ
か
り
行
っ
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

一
、
文
化
ホ
ー
ル
費
の
自
主
事
業
の
収
支
率
が
39
％

と
低
い
。
原
因
と
し
て
、
音
響
改
修
工
事
で
舞
台
が

使
え
な
か
っ
た
こ
と
、
貸
し
館
の
減
少
、
大
型
事
業

の
集
客
の
見
込
み

の
甘
さ
が
あ
っ
た
。

自
主
公
演
で
は
、

ニ
ー
ズ
を
敏
感
に

捉
え
満
席
に
な
る

よ
う
情
報
を
集
め

て
内
容
の
検
討
を

し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
料

の
検
討
な
ど
、
文

化
ホ
ー
ル
の
運
営

の
方
向
性
を
し
っ

か
り
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
望
む
。

町
へ
の
意
見

4



万
円
の
内
容
は
。

答　

町
有
、
町
営
住
宅
と
も
老
朽
化
し

て
お
り
、
昨
年
度
は
18
カ
所
の
住
宅
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
繕
を
行
っ
た
。

【
土
木
整
備
課
】

問　

町
道
大
椚
大
久
保
線
に
か
か
る
経

費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
工
事
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
。

答　

今
年
度
中
に
廃
軌
道
ま
で
開
通
す

る
予
定
で
あ
る
。

【
防
災
課
】

問　

災
害
備
蓄
品
が
購
入
さ
れ
て
い
る

が
、
期
限
切
れ
に
な
っ
た
備
蓄
品
の
処

理
方
法
は
。

答　

各
地
区
に
配
布
す
る
こ
と
や
、
防

災
訓
練
時
に
使
用
す
る
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、
消
費
期
限
が
7
年
な
の

で
、
そ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

各
地
区
に
消
火
栓
用
ホ
ー
ス
や
管

鎗
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
の
分
配
は
好
評
で
あ
っ
た
。

今
後
も
推
奨
し
て
ほ
し
い
。

答　

地
域
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

【
生
涯
学
習
課
】

問　

利
根
川
プ
ー
ル
合
宿
の
利
用
状
況
は
。

答　

6
団
体
で
延
べ
5
0
6
人
が
利
用
し

た
。

【
教
育
総
務
課
】

問　

I
C
T
機
器
の
活
用
は
。

答　

中
学
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
授
業
を
し
、
小
学
校
で
は
電
子
黒
板
等

を
活
用
し
算
数
、
理
科
等
の
授
業
を
し
て
い

る
。

問　

鰍
沢
小
中
学
校
敷
地
借
地
料
の
状
況

は
。

答　

現
時
点
で
は
変
わ
ら
な
い
が
、
毎
年

地
権
者
と
交
渉
し
て
い
る
。

【
町
民
生
活
課
】

問　

指
定
ゴ
ミ
袋
大
小
の
製
造
販
売
の
割

合
は
。

答　

大
62
万
枚
で
ほ
ぼ
完
売
、
小
5
万
枚

で
あ
ま
り
売
れ
て
い
な
い
。

問　

犬
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
の
補
助
が

27
年
度
で
終
了
に
な
る
が
、
そ
の
後
の
対
応

は
。

答　

飼
い
主
の
負
担
と
な
る
。

【
福
祉
保
健
課
】

問　

在
宅
連
携
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運

営
事
業
の
今
後
の
運
営
形
態
は
。

答　

事
業
費
は
県
が
2
7
5
万
円
で
残
り

を
5
町
で
負
担
。
富
士
川
町
分
は
50
万
円
。

こ
の
事
業
は
、
介
護
保
険
の
医
療
と
介
護
の

連
携
や
認
知
症
対
策
に
広
域
的
に
関
わ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
5
町
で
話

し
合
い
を
し
な
が
ら
今
後
も
事
業
運
営
を

飯
富
病
院
に
委
託
し
て
い
く
。

問　

い
き
い
き
筋
力
教
室
の
活
動
状
況
は
。

答　

町
内
24
カ
所
で
5
0
2
回
開
催
し
、

延
べ
4
4
1
5
人
が
参
加
し
た
。

【
子
育
て
支
援
課
】

問　

保
育
所
保
育
材
料
費
の
内
訳
は
。

答　

画
用
紙
や
運
動
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
お

遊
戯
会
の
衣
装
な
ど
、
1
人
当
た
り
の
月
額

は
、
3
歳
未
満
児
が
1
2
0
0
円
、
3
歳
以

上
児
が
1
3
0
0
円
の
予
算
内
で
行
な
っ
て

い
る
。

問　

各
園
の
特
色
あ
る
事
業
は
。

答　

第
1
保
育
所
は
体
操
な
ど
、
第
2
保

育
所
は
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
、
第
3
保
育
所
は

食
育
な
ど
、
第
4
保
育
所
は
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
、
第
5
保
育
所
は
基
礎
体
力

づ
く
り
な
ど
で
あ
る
。

問　

不
妊
治
療
費
支
援
事
業
の
内
容
は
。

答　

年
間
で
か
か
っ
た
費
用
の
1
/
2
で
20

万
円
の
限
度
額
、
最
大
5
年
間
が
補
助
対

象
に
な
る
。

5

新しく設置されたスタンドパイプ



光ケーブル敷設工事
文化ホール法人設立登記手数料
文化ホール法人設立出資金
十谷大堰水路工事
防火水槽設置工事（平林地内）
コミュニティー助成事業（鰍沢中区）
ランニングマシン購入費

1億1466万円
24万円
100万円
150万円
1112万円
80万円
199万円

おもな補正予算

平成28年度
一般会計補正予算 一般会計総額 80億6830万円

1億5065万円補正総額

・
富
士
川
町
証
紙
条
例
を
廃
止

　

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
窓
口
手
続
き
軽
減
の
た
め
、

証
紙
の
取
り
扱
い
を
廃
止
す

る
）

問　

金
銭
取
扱
の
間
違
い
防
止

策
は
。

答　

安
全
性
の
高
い
レ
ジ
ス

タ
ー
の
購
入
を
検
討
す
る
。
納

付
書
と
現
金
は
夕
方
に
会
計
課

に
収
納
さ
れ
翌
日
指
定
金
融
機

関
に
引
き
渡
さ
れ
る
。

問　

手
数
料
を
扱
う
主
な
課
は

町
民
生
活
課
と
税
務
担
当
。
同

じ
階
で
近
い
の
に
必
要
か
。

答　

窓
口
利
用
者
の
利
便
性
を

改
善
し
た
い
。

問　

橋
梁
の
長
寿
命
化
の
進

ち
ょ
く
率
は
。

答　

全
部
で
1
5
8
基
が
あ
り
、

う
ち
12
基
を
27
年
度
で
実
施
し

た
。

問　

光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の
工
期

と
供
用
開
始
は
。

答　

9
月
議
会
で
予
算
成
立
後
、

10
月
の
入
札
と
な
る
。
年
度
内
の

工
期
で
設
定
す
る
が
、
各
種
の

申
請
が
延
び
た
場
合
に
は
繰
り

越
し
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

工
事
終
了
後
、
通
信
事
業
者
と

契
約
し
、
加
入
希
望
者
に
引
き

込
み
を
行
っ
て
い
く
。

　

実
際
に
各
家
庭
で
、
テ
レ
ビ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き

る
に
は
、
4
カ
月
か
ら
6
カ
月

く
ら
い
は
か
か
る
見
込
み
な
の

で
、
す
べ
て
終
了
す
る
の
は
、

来
年
度
内
に
な
る
見
込
み
。

問　

入
札
方
法
は
。

答　

指
名
競
争
入
札
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事

業
の
内
容
は
。

答　

鰍
沢
中
区
か
ら
申
請
が

あ
っ
た
。
内
容
は
簡
易
水
洗
ト

イ
レ
、
目
隠
し
壁
、
備
蓄
品
を

備
え
る
防
災
倉
庫
で
あ
る
。

問　

文
化
ホ
ー
ル
の
事
業
計
画

は
。

答　

新
し
い
法
人
の
設
立
時
に

事
業
計
画
を
た
て
る
。
運
転
資

金
と
し
て
、
出
資
金
1
0
0
万

円
と
す
る
。
定
款
に
つ
い
て
は
、

11
月
の
法
人
設
立
を
目
指
し
て

準
備
中
で
、
現
在
、
最
終
調
整

の
段
階
。

問　

一
般
社
団
法
人
に
な
る
と
、

現
在
と
ど
こ
が
違
う
の
か
。

答　

事
業
に
つ
い
て
は
、
全
く

同
様
で
あ
る
。
人
件
費
の
削
減

が
で
き
る
こ
と
が
一
番
大
き
い
。

問　

新
法
人
の
社
名
は
。

答　

社
名
は
町
民
か
ら
広
く
公

募
す
る
。

6

ますほ文化ホール 一般社団法人へ移行

　証紙の廃止により手続きが簡素化に

条
例
の
廃
止

補
正
予
算
質
疑

質　
　

疑



　

本
物
の
芸
術
文
化
に
町
民
が
触

れ
ら
れ
る
場
を
提
供
す
る
の
が
文

化
ホ
ー
ル
事
業
だ
。
予
算
だ
け
で

は
な
い
。
平
成
27
年
3
月
の
一
般

質
問
の
答
弁
で
、
教
育
長
は
一
年

か
け
て
管
理
運
営
の
判
断
を
し
た

い
と
し
た
。
そ
の
答
え
が
町
を
主

体
と
し
た
法
人
設
立
と
理
解
す
る
。

　

手
続
き
が
不
備
で
説
明
が
適
正

で
な
い
。
内
容
も
、
経
営
責
任
と

運
営
に
つ
い
て
公
正
中
立
性
の
検

討
と
町
民
へ
の
説
明
が
不
十
分
。

現
況
で
の
経
営
改
革
を
す
る
努
力

が
必
要
で
、
町
民
参
加
で
改
革
に

取
り
組
む
べ
き
。

　

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
に
よ
り
、

修
繕
や
改
修
に
多
大
な
経
費
が
必

要
に
な
る
。
今
後
も
改
修
期
間
中

の
休
館
や
事
業
調
整
な
ど
、
町
と

指
定
管
理
者
の
間
で
綿
密
な
連
携

が
必
要
と
な
る
。
人
件
費
の
節
減
、

長
期
に
わ
た
り
安
定
し
た
運
営
が
可

能
と
な
る
た
め
に
も
、
町
が
主
体
と

な
っ
た
法
人
を
設
立
す
べ
き
で
あ
る
。 　

定
款
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
ど
ん
な
事
業
を
す
る
法
人
か

分
か
ら
な
い
。
法
人
と
町
が
指
定

管
理
契
約
と
な
る
が
、
同
一
者
の

契
約
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
か
。

組
織
図
と
設
立
準
備
金
以
外
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
承
認
は
で

き
な
い
。

修正案は討論採決の結果 否決

一般会計補正予算

修正動議が提出される！

討　
　
　

論

修
正
案
反
対　

齊
藤
正
行

修
正
案
反
対　

小
林　

進

7

一般社団法人へ移行する文化ホール

齊藤欽也・青栁光仁修正動議提出者

ますほ文化ホールの一般社団法人設立
予算の124万4千円の減額修正

内　　容

指定管理を委託する行政側、指定管理を
受ける指定管理者が同一で形式としてあり
えない。何のメリットがあるか理解できない。

提案理由

修
正
案
賛
成　

川
口
正
満

修
正
案
賛
成　

青
栁
光
仁

採
決
結
果

川
口　

正
満
、
青
栁　

光
仁

堀
内　

春
美
、
齊
藤　

欽
也

修
正
案
に
賛
成

小
林
有
紀
子
、
深
澤　

公
雄

秋
山　
　

勇
、
鮫
田　

洋
平

長
澤　
　

健
、
市
川　

淳
子

井
上　

光
三
、
神
田　
　

智

小
林　
　

進
、
齊
藤　

正
行

修
正
案
に
反
対

採
決
結
果

小
林
有
紀
子
、
深
澤　

公
雄

秋
山　
　

勇
、
鮫
田　

洋
平

長
澤　
　

健
、
市
川　

淳
子

井
上　

光
三
、
神
田　
　

智

小
林　
　

進
、
齊
藤　

正
行

原
案
に
賛
成

川
口　

正
満
、
青
栁　

光
仁

堀
内　

春
美
、
齊
藤　

欽
也

原
案
に
反
対

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

（
第
4
号
）

　

8
月
9
日
、
第
3
回
臨
時
議

会
を
開
催
し
、
一
般
会
計
補
正

予
算
1
件
と
物
品
購
入
契
約
締

結
の
承
認
案
件
1
件
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
承
認
可
決
し
た
。

1
、
補
正
予
算
の
内
容

・
文
化
ホ
ー
ル
水
冷
却
装
置
改

　

修
工
事
費
等

1
4
3
9
万
円

・
文
化
ホ
ー
ル
の
客
席
用
冷
暖

　

房
機
が
、
故
障
し
た
た
め
の

　

修
繕

・
工
事
は
指
名
競
争
入
札
を
実

　

施
す
る

1
、
物
品
購
入
契
約
締
結

・
契
約
金
額

2
1
2
3
万
円

・
契
約
の
相
手

　
株
式
会
社
Y
S
K 

e
‐
c
o
m

　

（
甲
府
市
）

・
社
会
保
障
関
連
、
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
関
連
等
情
報
セ
キ
ュ
リ

　

テ
ィ
ー
対
策

・
7
月
29
日　

6
社
に
よ
る
指

　

名
競
争
入
札

第
3
回
臨
時
議
会

文
化
ホ
ー
ル
の

　

エ
ア
コ
ン
修
繕



齊
藤
正
行
議
員

リ
ニ
ア
の
側
道
は

中
山
間
地
域
の

道
路
管
理
は

8

問　

山
梨
県
町
村
会
と
議
長
会

は
、
町
村
長
の
給
与
月
額
と
議

員
報
酬
が
、
全
国
的
に
低
い
水

準
に
あ
る
た
め
、
引
き
上
げ
る

検
討
を
し
て
い
く
べ
き
と
申
し

合
わ
せ
が
さ
れ
た
が
。

町
長　

多
く
の
町
民
が
政
治
に

関
心
を
持
ち
、
特
に
若
い
世
代

が
政
治
に
参
加
し
、
町
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

特
別
職
の
給
料
月
額
や
議
員
報

酬
を
、
人
口
1
万
人
か
ら
1
万

5
千
人
規
模
の
類
似
団
体
の
平

均
額
に
、
引
き
上
げ
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

J
R
東
海
と
町
で
説
明
会

を
行
っ
た
が
、
側
道
の
必
要
性

に
理
解
が
得
ら
れ
た
と
は
思
え

な
か
っ
た
。
も
う
一
度
説
明
会

を
行
う
考
え
は
。

土
木
整
備
課
長　

も
う
一
度
と

言
わ
ず
何
回
で
も
説
明
し
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

問　

本
線
に
は
か
か
ら
な
い
が
、

側
道
が
建
設
さ
れ
る
た
め
に
用

地
に
か
か
る
と
い
う
方
も
い
る
。

理
解
を
得
る
対
応
策
は
。

土
木
整
備
課
長　

現
地
測
量
を

実
施
し
て
詳
細
設
計
を
し
な
い

と
側
道
の
用
地
に
ど
の
く
ら
い

か
か
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、

丁
寧
な
説
明
を
行
い
測
量
作
業

に
入
っ
て
い
き
た
い
。

問　

県
道
の
除
草
管
理
を
地
域

委
託
で
き
な
い
か
。

土
木
整
備
課
長　

県
は
年
間
業

務
委
託
を
行
い
除
草
作
業
を
行

っ
て
い
る
た
め
、
現
状
で
は
難

し
い
。
「
山
梨
土
木
施
設
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
合
意
書
を
交
わ

せ
ば
原
材
料
費
な
ど
が
支
給
さ

れ
る
。
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
立
ち
上
げ
、
県
道
の
除

草
管
理
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

特別職等の報酬の
見直しは

類似団体の平均額に
引き上げが必要

地元住民による
除草作業を



斉
藤
欽
也
議
員

町が社団法人を設立する必要は

町が関与した法人に管理をまかせる町が関与した法人に管理をまかせる

9

問　

一
般
的
に
指
定
管
理
の
目

的
は
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
と

経
費
の
節
減
で
あ
る
が
、
本
町

の
よ
う
に
町
の
ト
ッ
プ
2
人
に

よ
る
社
団
法
人
を
作
り
指
定
管

理
を
受
け
る
と
い
う
例
は
な
い
。

　

指
定
管
理
を
出
す
側
と
受
け

る
側
が
同
一
人
物
で
あ
る
。
き

わ
め
て
異
例
で
お
か
し
な
話
で

あ
る
。
文
化
ホ
ー
ル
へ
の
指
定

管
理
導
入
の
目
的
は
。

教
育
長　

施
設
老
朽
化
に
伴
い
、

今
後
、
大
き
な
維
持
管
理
費
が

必
要
と
な
る
。
適
切
な
管
理
運

営
・
事
業
継
続
の
た
め
、
経
費

節
減
が
必
要
で
あ
る
。

問　

豊
か
な
文
化
芸
術
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

新
た
な
団
体
の
事
業

計
画
に
期
待
し
て
い
る
。

問　

今
ま
で
の
指
定
管
理
と
今

回
の
指
定
管
理
の
違
い
は
。

町
長　

指
定
管
理
そ
の
も
の
は

民
間
で
あ
れ
一
般
社
団
法
人
で

あ
れ
同
じ
で
あ
る
が
、
施
設
が

相
当
古
く
な
っ
て
お
り
、
単
に

営
業
目
的
で
公
演
さ
れ
た
の
で

は
施
設
が
傷
ん
で
し
ま
う
。
末

永
く
施
設
の
延
命
化
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
町
が
関
与
で
き

る
と
こ
ろ
に
任
せ
た
い
。
ま
た

有
効
な
人
材
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
経
費
も
安
く
な
る
。

問　

町
の
ツ
ー
ト
ッ
プ
で
指
定

管
理
の
受
け
皿
と
な
る
一
般
社

団
法
人
を
つ
く
る
理
由
は
。

町
長　

時
の
町
長
・
教
育
長
が

関
与
し
、
文
化
ホ
ー
ル
が
当
初

の
目
的
ど
お
り
運
営
さ
れ
て
い

る
の
か
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
町
長
・
教
育
長

の
職
に
あ
る
者
が
設
立
社
員
に

な
る
方
向
で
案
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

問　

社
団
法
人
の
組
織
図
を
見

る
と
、
最
高
意
思
決
定
機
関
の

社
員
総
会
に
町
長
・
教
育
長
が
、

理
事
会
に
課
長
が
数
名
、
事
務

局
に
職
員
4
人
と
な
っ
て
お
り
、

役
場
の
一
組
織
と
何
も
変
わ
ら

な
い
が
。

町
長　

設
立
し
た
団
体
に
任
す

と
い
う
こ
と
は
役
場
か
ら
の
直

接
的
な
関
与
は
な
い
と
い
う
こ

と
。
今
の
ま
ま
だ
と
人
件
費
が

か
さ
む
。
直
営
方
式
と
指
定
管

理
者
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
教
育
委
員
会
で
1
年

か
け
て
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。

問　

管
理
委
託
料
は
通
常
の
指

定
管
理
と
同
じ
契
約
期
間
中
同

額
な
の
か
。

町
長　

毎
年
事
業
内
容
を
査
定

し
決
め
て
い
く
。
管
理
料
が
毎

年
同
じ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

問　

人
件
費
が
削
減
で
き
る
と

い
う
が
何
も
変
わ
ら
な
い
。
法

人
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

町
長　

教
育
委
員
会
の
考
え
を

踏
襲
し
な
が
ら
、
住
民
の
期
待

に
応
え
て
い
く
。

メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は

一般社団法人組織イメージ図

社員総会
社員 2名

事務局
事務局長 1名
総務、経理係 1名
事業係 1名
管理係 1名

理事会
代表理事 2名
理　　事 2名

監事 1名

文化ホール
運営委員会

富士川町教育委員会
生涯学習課

所
管

一般社団法人○○○○○
組織構成（案）



青
栁
光
仁
議
員

問　

町
の
大
規
模
事
業
に
つ
い

て
総
事
業
費
と
町
の
負
担
額
お

よ
び
起
債
額
の
概
算
は
。

町
長　

7
つ
の
最
重
要
事
業
お

よ
び
町
道
青
柳
10
号
線
、
青
柳

32
号
線
に
つ
い
て
、
総
事
業
費

を
約
1
2
1
億
円
と
想
定
し
て

い
る
。
町
の
一
般
財
源
の
負
担

額
は
約
10
億
円
、
国
の
補
助
金

が
約
18
億
円
、
町
債
な
ど
約
93

億
円
を
想
定
し
て
い
る
。

問　

各
事
業
の
開
始
年
度
、
完

成
予
定
年
度
は
。

町
長　

町
民
交
流
広
場
は
本
年

度
か
ら
着
工
し
、
平
成
31
年
度

に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
供
用
し
、

34
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い

る
。
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
リ
ニ

ア
と
の
絡
み
で
本
年
度
設
計
業

務
を
行
い
30
年
度
の
完
成
を
め

ざ
す
。
町
民
体
育
館
は
、
建
設

検
討
委
員
会
で
協
議
中
で
あ
る
。

リ
ニ
ア
側
道
は
、
今
年
度
か
ら

数
年
か
け
て
測
量
設
計
と
用
地

買
収
を
行
い
、
リ
ニ
ア
工
事
終

了
後
に
工
事
着
手
す
る
。
町
民

図
書
館
は
周
辺
整
備
も
含
め
、

来
年
度
予
算
化
に
よ
り
34
年
度

の
完
成
を
め
ざ
す
。
本
庁
舎
は

36
年
度
ま
で
の
完
成
を
め
ざ
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
機
能

や
規
模
等
を
検
討
し
、
32
年
度

こ
ろ
の
完
成
を
め
ざ
す
。
青
柳

10
号
線
は
本
年
度
用
地
補
償
と

改
良
工
事
に
着
手
し
、
30
年
度

に
本
格
工
事
を
行
う
予
定
。

　

青
柳
32
号
線
は
、
今
年
度
測

量
設
計
し
、
今
後
用
地
交
渉
を

進
め
青
柳
長
澤
線
ま
で
の
工
事

予
定
で
あ
る
。

問　

財
政
健
全
化
と
の
兼
ね
合

い
は
。

財
務
課
長　

7
大
事
業
の
後
に

は
小
・
中
学
校
や
保
育
所
の
建

て
替
え
な
ど
も
着
手
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
後
年
度
に
送
る
こ

と
は
ま
す
ま
す
財
政
を
圧
迫
さ

せ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担

比
率
な
ど
を
見
極
め
る
中
で
、

今
後
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
、
財
源
を
確
保
し

て
事
業
化
を
進
め
る
。

問　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業

団
へ
の
短
期
貸
付
4
億
円
の
、

貸
付
実
績
と
今
後
の
貸
付
予
定

は
。

福
祉
保
健
課
長　

短
期
貸
付
金

は
、
6
月
24
日
に
申
請
が
あ
り
、

7
月
25
日
に
1
億
5
千
万
円
を

貸
し
付
け
、
第
2
回
目
は
8
月

4
日
に
1
億
円
の
申
請
が
あ
り

9
月
16
日
に
貸
し
付
け
予
定
で

あ
る
。
11
月
こ
ろ
に
は
、
最
後

の
申
請
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町の重要事業の総事業費は

約121億円と想定する約121億円と想定する

建替え計画がある本庁舎

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
の
財
政
支
援
は

10



川
口
正
満
議
員

リニアの任務的責任、応答的責任は

町も被害者、住民の立場に立つ町も被害者、住民の立場に立つ

11

問　

平
均
高
さ
約
22
m
で
、
フ

ー
ド
8
m
の
巨
大
構
造
物
が
約

60
脚
も
立
ち
、
異
様
な
景
観
と

な
り
町
を
分
断
す
る
。
騒
音
や

日
照
阻
害
、
地
下
水
へ
の
影
響
、

居
住
環
境
の
悪
化
、
通
学
上
の

安
全
性
な
ど
町
民
の
不
安
に
対

し
て
県
と
J
R
東
海
へ
の
働
き

か
け
は
。

財
務
課
長　

不
安
に
つ
い
て

J
R
東
海
も
理
解
し
た
と
認
識

し
て
い
る
。
日
照
阻
害
や
居
住

環
境
の
改
変
に
つ
い
て
、
J
R

東
海
に
対
し
、
住
民
へ
の
親
切

丁
寧
か
つ
分
か
り
や
す
い
説
明

に
よ
り
、
理
解
を
得
る
よ
う
要

請
し
た
い
。

問　

日
陰
や
騒
音
を
苦
痛
に
感

じ
る
犠
牲
者
や
、
移
転
を
迫
ら

れ
る
住
人
も
出
る
。
農
地
な
ど

へ
の
影
響
な
ど
地
域
社
会
を
壊

す
。
文
化
ホ
ー
ル
よ
り
高
く
、

地
域
へ
の
圧
迫
感
や
住
民
の
ス

ト
レ
ス
、
苦
痛
を
も
た
ら
す
。

子
ど
も
た
ち
も
高
さ
へ
の
お
そ

れ
を
感
じ
て
精
神
的
な
影
響
を

も
た
ら
す
。
町
全
体
に
関
わ
る

重
大
問
題
で
あ
る
。
そ
の
認
識

は
。

財
務
課
長　

景
観
に
は
非
常
に

危
惧
し
て
い
る
。
地
下
水
、
水

資
源
、
景
観
、
日
照
な
ど
に
関

し
て
平
成
26
年
1
月
に
県
へ
意

見
を
提
出
し
た
。

問　

C
G
提
示
を
県
か
J
R
東

海
に
要
求
で
き
な
い
か
。

財
務
課
長　

J
R
東
海
に
、
高

架
橋
概
要
と
イ
メ
ー
ジ
図
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
要
請
し

て
い
く
。

問　

J
R
東
海
は
、
日
照
阻
害

に
つ
い
て
事
業
の
実
施
時
に
は

事
前
確
認
を
す
る
と
し
た
。
用

地
交
渉
の
当
事
者
の
県
に
、
県

民
が
要
求
す
る
C
G
を
提
示
す

る
責
務
が
あ
り
、
要
求
で
き
な

い
か
。

町
長　

県
が
騒
音
環
境
基
準
の

類
型
を
指
定
し
た
後
に
、
J
R

東
海
に
掲
載
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
き
た
い
。

問　

町
民
の
要
望
に
対
し
て
合

意
も
得
ら
れ
ず
、
住
民
の
不
安

を
解
消
で
き
な
い
ま
ま
工
事
を

進
め
る
こ
と
は
、
住
民
軽
視
で

あ
る
。
任
務
的
責
任
、
応
答
的

責
任
を
問
わ
れ
る
が
。

町
長　

町
も
住
民
も
被
害
者
だ

と
思
っ
て
い
る
。
住
民
に
寄
り

添
い
、
不
安
解
消
と
、
あ
く
ま

で
住
民
の
立
場
に
立
ち
交
渉
も

一
緒
に
や
っ
て
い
く
。

※
C
G
:
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
作

　

成
す
る
イ
メ
ー
ジ
映
像

﹇
他
の
質
問
事
項
﹈

・
町
づ
く
り
の
町
民
参
加

・
福
祉
・
介
護
計
画
に
つ
い
て

高
架
橋
の
影
響
へ
の

認
識
は

実
景
観
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
C
G
を

現在の断面イメージ図



小
林
有
紀
子
議
員

問　

日
本
の
食
糧
廃
棄
物
の
4

割
が
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
、

捨
て
ら
れ
る
食
品
ロ
ス
で
あ
る
。

事
業
系
が
半
分
、
も
う
半
分
が

家
庭
か
ら
で
あ
る
。
食
品
ロ
ス

削
減
へ
の
取
り
組
み
は
。

町
民
生
活
課
長　

「
町
食
育
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
取
り
組
ん

で
い
る
。
食
品
ロ
ス
削
減
の
ポ

イ
ン
ト
を
広
報
で
紹
介
。
情
報

の
提
供
や
環
境
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
家
庭
や
地
域
、
保
育
園
や

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
。

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
、
生
ご
み
の

水
切
り
や
堆
肥
化
に
よ
る
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
を
さ
ら
に
進
め
る
。

10
月
か
ら
学
校
給
食
の
残
渣
を

業
者
と
連
携
し
、
堆
肥
化
試
行

事
業
を
半
年
間
実
施
す
る
。

問　

家
庭
に
お
け
る
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
は
。

町
民
生
活
課
長　

特
に
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
「
食
べ
物
に
も

っ
た
い
な
い
を
も
う
一
度
」
を

合
言
葉
に
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を
利
用
し
て
「
食
べ

き
り
・
使
い
切
り
・
水
切
り
」

の
3
切
り
運
動
や
生
ご
み
堆
肥

化
を
周
知
し
て
い
く
。

問　

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど

の
事
業
者
へ
の
啓
発
活
動
は
。

町
民
生
活
課
長　

食
べ
き
り
運

動
や
「
30
・
10
運
動
」
（
会
食
や

宴
会
な
ど
の
開
始
後
30
分
間
と

終
了
前
10
分
間
を
料
理
を
楽
し

む
）
や
、
適
切
な
ご
み
処
理
方

法
を
周
知
す
る
。

問　

妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
、
総
合
的
な
相
談
支

援
を
行
う
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

国
の
目
指

す
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
考

え
、
子
育
て
支
援
課
に
設
置
の

手
続
き
を
考
え
て
い
る
。

問　

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
核
と
し
た
産
前

産
後
ケ
ア
は
極
め
て
重
要
。
今

後
建
設
予
定
の
新
庁
舎
に
設
置

し
、
子
ど
も
を
見
て
く
れ
る
ス

ペ
ー
ス
や
保
健
師
の
常
駐
は
。

町
長　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き

る
よ
う
行
政
機
能
を
一
元
化
し
、

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け

機
能
も
考
え
て
い
く
。

問　

県
の
「
健
康
科
学
大
学
産

前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
活

用
と
推
進
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

宿
泊
型
ケ

ア
の
本
町
の
利
用
者
は
い
な
い
。

助
産
師
に
よ
る
24
時
間
電
話
相

談
や
、
個
別
の
育
児
相
談
な
ど

は
利
用
が
あ
る
。
広
報
や
母
子

健
康
手
帳
交
付
時
に
紹
介
す
る
。

問　

町
民
全
体
へ
の
周
知
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

対
象
の
方

に
は
勧
め
て
い
き
た
い
。

「食品ロス」の削減方法は

食べきり・使い切り・水切り食べきり・使い切り・水切り

パンフレット「家庭のごみ削減は水切りが重要」
（横浜市資源循環局HPより）

産
前
産
後
ケ
ア
の

推
進
は

12



堀
内
春
美
議
員

青柳10号線代替地残った空き地は

取得時の金額で売却する取得時の金額で売却する

青柳10号線空地状態の代替地

13

問　

青
柳
10
号
線
の
代
替
地
と

し
て
い
る
土
地
が
、
3
分
の
2

が
空
き
地
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

土
木
整
備
課
長　

代
替
地
の
残

地
は
、
西
側
部
分
は
第
4
保
育

所
の
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
、

他
の
部
分
は
分
譲
も
含
め
、
土

地
開
発
基
金
で
管
理
を
行
っ
て

い
く
。

問　

町
で
購
入
し
た
同
等
の
金

額
で
売
却
し
な
い
と
、
町
は
損

を
す
る
こ
と
に
な
る
が
。

管
財
課
長　

購
入
し
た
時
と
同

等
の
単
価
で
売
却
予
定
で
あ
る
。

問　

青
柳
長
澤
線
ま
で
の
建
設

費
が
2
億
5
千
万
円
と
聞
い
た

が
、
国
か
ら
補
助
が
あ
っ
て
も

残
り
は
皆
の
税
金
で
あ
る
。
本

当
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

都
市
整
備
課
長　

増
穂
イ
ン
タ

ー
を
町
の
玄
関
口
と
し
て
、
大

型
店
な
ど
企
業
の
進
出
を
誘
導

す
る
た
め
に
必
要
な
道
路
と
考

え
て
い
る
。

問　

こ
の
道
路
は
長
さ
が

2
2
5
m
と
聞
い
た
が
、
幅
は
ど

の
く
ら
い
な
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

車
道
は
7
m

で
両
側
に
歩
道
が
2
m
50
㎝
つ

き
、
全
体
幅
員
は
12
m
の
道
路

で
あ
る
。

問　

旧
国
道
52
号
ま
で
建
設
す

る
と
、
何
軒
も
の
家
を
移
転
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
工

費
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

旧
国
道
52
号

ま
で
は
、
将
来
計
画
で
あ
り
、

具
体
的
な
総
事
業
費
は
算
出
し

て
い
な
い
。

問　

こ
の
道
路
を
造
る
こ
と
の

経
済
面
と
観
光
面
で
の
説
明
は
。

町
長　

青
柳
2
丁
目
の
辺
り
が

町
の
中
心
に
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
、
人
を
呼
び
込
む
た

め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
か
ら
町
の

中
心
へ
入
る
道
路
が
必
要
に
な

る
。

問　

地
権
者
へ
の
説
明
を
今
後

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

青
柳
長
澤
線

ま
で
は
第
1
期
工
区
と
し
て
計

画
し
て
お
り
、
9
月
7
日
に
住

民
説
明
会
を
実
施
し
た
。

　

今
後
は
現
地
の
測
量
と
道
路

の
中
心
杭
、
幅
杭
を
打
ち
、
地

権
者
に
確
認
と
い
う
段
取
り
に

な
る
。

問　

町
は
30
団
体
に
補
助
金
を

出
し
て
い
る
が
、
最
近
減
額
し

て
い
る
理
由
は
。

政
策
秘
書
課
長　

限
ら
れ
た
行

政
資
源
を
活
用
し
、
効
率
的
で

質
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指
す

た
め
に
、
外
部
評
価
委
員
会
に

よ
る
事
務
事
業
評
価
を
導
入
し

た
結
果
で
あ
る
。

青
柳
32
号
線
は

各
団
体
へ
の

補
助
金
は
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44億2221万円
47億9823万円
△3億7602万円
2億5890万円

△1億1712万円

①
②
③

収益決算額
費用決算額
経常損益額
特別利益
当期純損益金額

27年度の決算額
・27年度決算額は、経常損益額
　△376,023,541円【①の欄】
・27年度は、退職給付債務減少により特別利益
　258,896,499円【②の欄】が発生し、最終的な当期
　純損益金額は△117,127,042円であった。【③の欄】

8月26日峡南医療センター企業団議会が開催され、平成27年度決算が原案のとおり可決された。
平成27年度峡南医療センター企業団決算

　第2回議会議員研修会を7月20日に昭和町で開催。
　後藤斎知事を講師に招き、ダイナミックやまなし総合計画や中部横断道沿線活性化ビジョンに
ついて、講演会と意見交換を活発に行なった。町の垣根を越えた広域的な研修は非常に有意
義であった。第3回を市川三郷町で開催することを決め閉会した。

国中6町議会議員研修

行政視察研修

栗山町における研修

平成28年8月3日～5日実　施　日

北海道白老町・栗山町研修場所

　両町は、町民主体の議会改革を進めてお
り、地方議会のあり方を見直し、議会への
町民参加の機会を設けるとともに、多様な
住民の意見を聴取し、町政課題に政策提
言を拡大している。
　今回の研修では議会基本条例の制定に
向け、有意義な情報が得られ参考になった。

研修内容

　7月12日に東京で行われた議会広報クリ
ニック研修に、委員全員で参加した。他町の
議会だよりを参考に構成や効果的な写真の
レイアウトの方法を学んだ。
　今後の広報編集に取り入れ、分かりやすく、
親しみやすい広報にしていく。

広報常任委員会研修

全国町村議員会館にて



議会のおもな活動日誌議会のおもな活動日誌
議会広報モニター委嘱式
広報常任委員会
町村議会議長会議
峡北・峡南議長会　議会広報クリニック
県町村議会・議長、議会運営委員長研修
議会基本条例制定推進部会
国中6町議員研修会
議会改革特別委員会

4日
5日
8日
12日
14日
19日
20日
26日

7月 議会行政視察研修会（5日まで）
議会全員協議会
第3回臨時議会
議会全員協議会
町村議会広報常任委員視察研修（25日まで）
議会基本条例策定推進部会
教育厚生常任委員会、広報常任委員会

3日
8日
9日
22日
24日
6日
7日

8月

9月

現在の市川高校

15

特 別 委 員 会 報 告

第2回山梨県峡南地域の北部配置校に関する地域会議 平成28年8月10日

普通科、工業科、商業科の3科により構成される学校を設置するのに必要な規模の敷地を確保した
上で、最短で平成32年度開校が可能

1、学校施設の老朽化に対応し、教育環境の早期の確保ができること

①JR市川本町駅から徒歩8分の位置にあり、電車による通学にも便利な場所にある。
②多数の生徒が通学すると想定される南アルプス方面からの距離は、市川高校の現在地エリア（西
　八代合庁～富士川大橋北側）で大きな差はない。

2、交通の利便性が確保できる場所であること

①住宅地の中にあり、街灯等も整備されているた
め、生徒が安全・安心に通学できる環境がある。
②三郡橋、富士川大橋には幅広な歩道が整備され
ており、自転車通学をする者の通学環境が整っ
ている。
③市川高校の現在地周辺と候補地エリアを比較し
た場合、市川高校の周辺地のほうが芦川、富士
川が決壊した場合の想定被害が少ない。

3、その他

検 討 結 果

　この結果を受け、特別委員会はこれまでの存続に
向けた調査、検討が終了したことを確認し、今後は地
域会議の報告を受けて、全員協議会で協議していく
こととし、特別委員会を解散することとなった。

1～3の点について考慮し、市川高校の現在地
を核とする場所に整備する。

増穂商業高校の
存続を考える特別委員会
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これからも情報をお寄せください！皆さんの活動を突撃取材します

わくわくサタデーを取材しました 取材日：9月17日　齊藤正行議員、長澤健議員

　2回目の今回は、「わくわくサタデー」の取材に、ます
ほ児童センターにおじゃましました。
　わくわくサタデーは児童センターが主催している事
業で、子どもたちに遊びを提供する事を目的に、毎月
第3土曜日にますほ児童センターで開催しています。
　これまでにフォトカードづくり、おしごと体験、夏の
簡単おやつ作り、バルーンスライムなどを実施しました。
　今回は舂米銭太鼓保存会の皆さんと「銭太鼓に挑
戦」。小学生10人が参加しました。
　大人が銭太鼓を披露後、竹筒、茶筒の動かし方を教
わったり、和太鼓に触れたりして、最後は全員で演奏し
ました。

広報常任委員会 長澤　　健委　員　長 青栁　光仁副委員長 齊藤　正行 ・ 秋山　　勇 ・ 川口　正満 ・ 深澤　公雄委　　員
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参加した子どもの声を聞きました
・竹筒が重くて大変だったけど楽しい。
・茶筒の動きが難しかったけど、できてよかった。
・太鼓は保育園でも叩いたことがあった。
・太鼓は楽しい。
と、恥ずかしがりながらも答えてくれました。

11月

12月

1月

2月

3月

楽しそうな遊びが満載です。
お友達を誘って参加してみて
はいかがですか?

かじかざわ児童センターでも、
毎月第2土曜日に「あそび塾」
を開催しているので、そちらへ
も参加してみよう。


